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【本センターの特定行為研修の特徴】 

１． 附属 2病院ならびに横浜市内の病院看護職員を対象とした特定行為 

研修です。 

２． 就業を継続しながら、週 2～3日程度の授業で学べます。 

３． 共通科目及び区分別科目は、e-learningによる学習と、臨床指導経験 

豊富な講師による演習及び実習で構成されております。 

４． 研修期間を通して、集合ミーティングを開催し、学んだ知識と実践 

をつなげる時間を多く設けております。 

横浜市立大学YCU看護キャリア開発支援センターは、平成 27年度に開設し11年目を迎えていま

す。本センターは、看護領域において、学部教育から入職後の生涯教育まで YCUミッションである

「国際都市横浜とともに歩み、教育・研究・医療分野をリードする役割を果たすことをその使命と

し、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大学を目指す」という理念のもと、特定機能病院・高

度急性期病院の看護ケアを提供する為に必要な基本的能力を備えた看護職の育成に取り組んでいま

す。 

本センターの特定行為研修は高度急性期医療から、在宅医療・生活を支援していく

ことが出来る看護職のジェネラリスト研修として位置付けております。外科術後病棟

管理領域パッケージをはじめとして、18 区分 32 行為を選択でき、臨床教育・指導経

験豊富な講師陣によるカリキュラムとなっております。さらに、履修時間数を多く設

け、学びの充実を図りました。 

 研修修了生のネットワークでは、共に研鑽し、更なる看護実践能力の向上に取り組

み、患者ケアの最善を尽くしております。ぜひ多くの皆さんがチャレンジしていただ

くことを期待しています。 

※YCU-Nジェネラリスト                          

YCU-N「横浜市立大学の安全・倫理を基盤とし、看護師に必要な基本的能力を身に

付けながら知識・技術・能力を発揮しキャリア開発をし続ける看護師」 

＜横浜市立大学 YCU看護キャリア開発支援センター センター長 鈴木久美子＞ 
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1．横浜市立大学の理念 

本学の理念は、「国際都市横浜と共に歩み、教育・研究・医療分野をリードする役割を果たすことを

その使命とし、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大学を目指す」ことです。 

その中で附属 2病院は、医療の基本的理念である患者本位の医療や医療安全管理の徹底に取り組むと

ともに、県内唯一の公立大学附属病院として、地域医療における要となる位置づけのもと、高度かつ先

進的な医療の提供を行い、大学病院として担う医療人の育成や研究の推進、地域貢献を積極的に果たし

ていきます。 

 

2．横浜市立大学の人材育成の基本方針 

職員一人ひとりが主体的に能力開発に取り組み、他職種とのパートナーシップを構築し、プロフェッ

ショナルを目指すとともに、組織として一丸となり「人が育ち、人を育てる組織風土の醸成」を目指し

ます。本学が求める職員像は、「危機感・責任感・一体感を備えた職員」であり、そのための YCUアク

ションとして、次の 5点を掲げております。 

  

1．将来を見通し、自ら考えて行動する。 

2．信頼を得られるように行動する。 

3．仲間意識を持って行動する。 

4．人材育成と自己研鑽を進める。 

5．できることは、規制にとらわれずすぐに行動する。 

 

3．横浜市立大学 YCU看護キャリア開発支援センターの看護師のジェネラリスト 

育成に関する基本的な考え 

横浜市立大学の安全・倫理を基盤とし、看護師に必要な基本的能力を身に着けながら知識・技術・能

力を発揮し、キャリア開発を継続していく看護師 

 

4．特定行為研修の方針・理念・目的 

1)   特定行為研修の基本方針 

本センターの特定行為研修は、高度かつ先進的な医療・ケアを提供するために必要な 6つの基本的な

能力と 21の下位能力を兼ね備えたジェネラリストの育成を目指しております。 
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本研修では、地域包括システムにおけるあらゆる場において適切に判断し実践できる高い看護実践能

力を持ち、チーム医療において key personの役割を担い、協働する力を発揮できる看護職の育成を目指

しております。 

そのためは、地域医療や高度急性期・救急医療の現場において、適切な臨床判断を行い、看護実践を

行うために必要な十分な知識と技術、高い倫理観を持つ看護職の育成を図ることを基本方針といたしま

す。 

 

2)  本研修の基本理念・目的 

高い倫理観を持ち、高度かつ先進的な医療・ケアの提供に必要な高度な臨床実践能力を有するジェネ

ラリストを育成し、チーム医療の中で看護専門職としての役割を果たしながら、自ら考え行動し、自己

研鑽できる看護職を育成いたします。 

 

5. 本研修の研修目標 

1) 地域医療や高度急性期・救急医療の中で、当該特定行為を実践するために必要な知識・技術・態度

など基礎的な能力を養う。 

2) 患者の安心・安全を守り、臨床倫理について学び、当該特定行為を実践できる基礎的な能力を養

う。 

3) 患者の問題解決に向けて、リーダーシップを発揮し、多職種と効果的に協働するための能力を養

う。 

4) 看護専門職としての役割を発揮し、自ら考え行動し、自己研鑽する能力を養う。 

 

6．本研修の修了要件 

本研修を修了するためには、下記の条件を満たす必要があります。 

1) 共通科目を全て履修し、筆記試験および観察評価に合格すること。 

2) 1）修了後、選択した区分別科目を履修し、筆記試験および観察評価に合格すること。一部の科目

では、実技試験(OSCE)に合格すること。 

※本研修修了者は、保健師助産師看護師法第 37 条の 2 第 2 項 第 1 号に規定する特定行為及び、

同項第 4 号に規定する特定行為研修に関する省令に基づき、修了した特定行為区分ごとの修了証を

交付し、研修修了者の名簿を厚生労働省に提出いたします。 

 

7．本研修の定員数 

5名、および追加履修者(若干名) 
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8．本研修の研修期間と募集時期 

研修期間は 1年 6か月です。 

なお、在籍期間は、最長 3年間とさせていただきます。 

また、特定行為研修管理委員会の議を経て、必要に応じて別途休講期間を設けることが可能です。 

募集時期は、年 1回(１月～２月頃)です。 

 

9．研修内容と時間数、共通科目と区分別科目の修了要件 

本研修は、共通して学ぶ「共通科目」と特定行為区分ごとに学ぶ「区分別科目」に分かれており、講

義、演習または実習によって行われます。 

 

1） 共通科目（必修科目）：特定行為区分に共通して必要とされる能力を修得するための科目 

（研修期間：6か月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修了要件】  

・ 区分別科目は、e-learningを中心とした講義を受講し、確認テストに合格すること。  

・ 演習は、関連する e-learning講義を履修した上で実施し、指導者の観察評価によって合格基準を満た

すこと。 

・ 実習は、関連する講義・演習を履修した上で実施し、指導者の観察評価によって合格基準を満たすこ

と。その後、科目修了試験に合格すること。 

 

 

 

科目 
時間数 

講義 演習 実習 評価 合計 

臨床病態生理学 29 1  1 31 

臨床推論 26.5 16 1 1.5 45 

フィジカルアセスメント 17.5 8.5 13.5 5.5 45 

臨床薬理学 32.5 11.5  1 45 

疾病・臨床病態概論 37 3  1 41 

医療安全学/特定行為実践 24.5 14 4.25 2.25 45 

合計 167 54 18.75 12.25 252 
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2） 区分別科目： 各特定行為に必要とされる能力を修得するための科目 

（研修期間：9か月～ 選択区分数により期間は異なります。） 

 

特定行為区分 
時間数 

講義 演習 実習 評価 合計 

呼吸器（気道確保に係るもの）

関連 
10 ― 5症例 1 

11＋ 

5症例 

呼吸器（人工呼吸療法に係るも

の）関連 
24.5 6 20症例 2.5 

33＋ 

20症例 

呼吸器（長期呼吸療法に係るも

の）関連 8 ― 5症例 1 
9＋ 

5症例 

胸腔ドレーン管理関連 14 1 10症例 1 
16＋ 

10症例 

腹腔ドレーン管理関連 9 ― 5症例 1 
10＋ 

5症例 

ろう孔管理関連 26 ― 10症例 2 
28＋ 

10症例 

栄養に係るカテーテル管理（中

心静脈カテーテル管理）関連 8 ― 5症例 1 
9＋ 

5症例 

栄養に係るカテーテル管理（末

梢留置型中心静脈注射用カ

テーテル管理）関連 
9 ― 5症例 1 

10＋ 

5症例 

創傷管理関連 36 ― 10症例 3 
39＋ 

10症例 

創部ドレーン管理関連 7 ― 5症例 1 
8＋ 

5症例 

動脈血液ガス分析関連 15.5 ― 10症例 1.5 
17＋ 

10症例 

栄養及び水分管理に係る薬剤

投与関連 
18.5 2 10症例 1.5 

22＋ 

10症例 

血糖コントロールに係る薬剤

投与関連 
14 3 5症例 2 

17＋ 

5症例 

術後疼痛管理関連 9 1 5症例 1 
11＋ 

5症例 

循環動態に係る薬剤投与関連 24.5 5 25症例 3.5 33＋ 
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特定行為区分 
時間数 

講義 演習 実習 評価 合計 

25症例 

感染に係る薬剤投与関連 24 6 5症例 2 
32＋ 

5症例 

精神及び神経症状に係る薬剤

投与関連 
20.5 6 15症例 2.5 

29＋ 

15症例 

皮膚損傷に係る薬剤投与関連 14.5 4 5症例 1.5 
20＋ 

5症例 

【修了要件】 

・ 区分別科目は、e-learningを中心とした講義を受講し、確認テストに合格すること。  

・ 演習は、関連する e-learning講義を履修した上で実施し、指導者の観察評価によって合格基準を満た

すこと。 

・ 実技実習は、関連する講義・演習を履修した上で実施し、指導者の観察評価によって合格基準を満た

すこと。 

・ 実技試験（OSCE）のある科目については、患者に対する実技実習の前に実技試験（OSCE）に合格し、

その後、科目修了試験に合格すること。 

 

10．受講コースおよび受講期間 

1）外科術後病棟管理領域パッケージコース：12区分 15特定行為をパッケージで学ぶコース。 

共通科目の修了後、各区分別科目を約 1年半で学びます。 

2）自由選択コース：18区分 32特定行為を自由に選択して学ぶコース。 

共通科目の修了後、選択する区分数によって期間は異なりますが、約 9か月～1年半で学びま

す。 
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10月中旬開始 

・外科術後病棟管理領域

パッケージ 

・自由選択コース 

 

  令和 8年度 研修スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

           *選択区分数により期間が異なる 

 

11．受講資格 

下記の要件をすべて満たす必要があります。 

1） 看護師免許を有すること 

2） 看護師の免許取得後、通算 5年以上の看護実務経験を有すること 

3） YCU－NキャリアラダーⅢ（JNAクリニカルラダーレベルⅢ）以上であること 

4） 看護部長(施設長)の推薦を有すること 

 

12．履修免除について 

本センターまたは他機関において特定行為研修を履修した方は、共通科目の履修を免除することが可能

です。共通科目の履修免除を希望される場合は、出願時に履修免除申請書と特定行為研修の修了証（写

し）を提出してください。特定行為研修管理委員会で承認された場合、共通科目の履修を免除することが

できます。なお、共通科目の履修免除が認められた場合でも、全ての共通科目の修了試験、医療面接、身

体診察手技の演習・実技試験（OSCE）等に合格する必要があります。また、共通科目の履修免除が認定さ

れた場合は、共通科目の講義受講料を免除いたします。ご不明な点がございましたら、担当者までお問い

合わせください。 

 

5月上旬 

開講式 

オリエンテー

ション 

 

5月12日(木) 

共通科目 

受講開始 

共通

科目

修了

試験 

修

了

試

験 
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13．出願手続き 

【手続き期間】 

令和 8年 1月 8日（木）～令和 8年 1月 14日（水）消印有効  

 

【提出書類】 

1） 特定行為研修願書（様式 1-1） 

2） 推薦書（様式 1-2） 

3） 受講希望コース申込書（様式 1-3） 

4） 受講志望理由書（様式 1-4） 

5） 看護師免許（写し） 

6） 既修得科目履修免除申請書（様式 1-5） ※履修免除希望者のみ 

7） 特定行為研修修了証（写し） ※履修免除希望者のみ 

※所定の用紙をホームページよりダウンロードの上、看護師免許（写し）と共に募集期間内に提出し

てください。 

※看護師免許は A4サイズに縮小コピーをしてください。 

※この試験において提出された書類は、一切返却いたしません。 

 

【書類送付先】 

〒236-0004 

神奈川県横浜市金沢区福浦 3－9 

公立大学法人横浜市立大学附属病院内 

YCU看護キャリア開発支援センター 看護師特定行為研修担当 宛 

※必ず「郵便書留」で郵送していただくか、直接ご持参ください。 

 

 【審査料】 

10,000円（税込み） 

指定口座へ所定の期日までに、お振込みください。 

 

【お問い合わせ窓口】 

YCU看護キャリア開発支援センター 事務担当  

電話：045－787－2800 （代表） 

14．選考方法・合格発表 

書類にて選考させていただきます。 

選考結果は、令和 8年 3月上旬頃に郵送にて通知いたします。 

電話やメールでの合否に関するお問い合わせには、ご対応いたしかねます。 
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15．受講手続きと納付金について 

受講手続き詳細については、以下をご参照ください。なお、納付金（消費税込）は、受講手続き終了

後、本センターから送付する納付書に基づき、お振込みください。 

受講手続き期間 令和 8年 4月上旬頃 

 

【納付金】 

1）共通科目の受講料 一括 388,000円（税込み） 

2）区分別科目 

① 外科術後病棟管理領域パッケージの受講料 一括 780,000円（税込み） 

② 自由選択コースは、選択されたコースにより受講料金が下記のように異なりますので、受講決定

通知と共に別途、受講料金を通知いたします。 

 

科目名 
特定行為数

（時間） 
受講料金(税込み) 

呼吸器関連（気道確保に係るもの）関連 1（11 時間） 29,700 円 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 4（33 時間） 95,700 円 

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 1（ 9 時間） 26,400 円 

胸腔ドレーン管理関連 2（16 時間） 42,900 円 

腹腔ドレーン管理関連 1（10 時間） 26,400 円 

ろう孔管理関連 2（28 時間） 92,400 円 

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテー

テル管理）関連 
1（ 9 時間） 23,100 円 

栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心

静脈注射用カテーテル管理）関連 
1（10 時間） 36,500 円 

創部ドレーン管理関連 1（ 8 時間） 19,800 円 

創傷管理関連 2（39 時間） 112,200 円 

動脈血液ガス分析関連 2（17 時間） 42,900 円 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 2（22 時間） 52,800 円 

術後疼痛管理関連 1（11 時間） 49,700 円 

感染に係る薬剤投与関連 1（32 時間） 79,400 円 

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 1（19 時間） 52,800 円 

循環動態に係る薬剤投与関連 5（33 時間） 92,400 円 

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 3（29 時間） 85,800 円 

皮膚損傷に係る薬剤投与関連 1（20 時間） 56,100 円 

※ 納めた受講料は原則として返還いたしません。 
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様式1-1 

 令和 8年度 第 7期生「特定行為研修」願書 

 

年   月   日現在 

ﾌﾘｶﾞﾅ  ﾌﾘｶﾞﾅ  

写真 

3×4cm 

氏 名 

 

 

印  

 

現住所 

※両メー

ルアドレ

ス必須 

〒    －     

 

℡      (     ) 

携帯mail          @            

PC mail              @ 
性別 男   ・   女 

生年月日 

(年齢) 

（和暦） 

年   月   日 

 (満    歳) 

勤務先 

〈部署名〉 

〒    －     

 

 

℡      (     ) 

学 歴 (高等学校以降の学歴をご記入下さい)※高校卒業含む 

年 月 事 項 

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

職 歴 (実務経験及び実習指導経験、病棟名・診療科と職位をご記入下さい) 

年 月 事 項 

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

年 月 ～ 年 月  

    現在の職位又は役職（                  ）／実務年数  

計（    ）年 

免 許 ・ 資 格（保健医療に関する事項) 

年 月 事 項 

年 月 日 （免許番号          ） 

年 月 日 （免許番号          ） 

年 月 日 （免許番号          ） 

年 月 日 （免許番号          ） 

〈緊急連絡先〉 

氏名                              続柄 

住所 〒     － 

℡（携帯電話）     (     ) 
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様式1-2 

 

 

 

 

年    月   日 

公立大学法人 横浜市立大学 

YCU看護キャリア開発支援センター長 殿 

推 薦 書 

 

令和 8年度 第 7期生 看護師の特定行為研修の受講者として、当施設より下記の者を推薦いたします。 

 

受講希望者氏名                          

 

 

推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名                            

 

推薦者署名 

役職         氏名                    印  

 

看護部長(施設長)   氏名                   印  

 

 

 

施設推薦順位 
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                                                             様式1-3 

令和 8年度 第 7期生特定行為研修受講希望コース申込書         年     月    日 

※希望コースに〇をして下さい。  

 外科術後病棟管理領域パッケージコース 

 自由選択コース 

 ☆自由選択コースで希望する特定行為の区分に〇をして下さい。 

  
呼吸器（気道確保に係るもの）関連 

 
呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 

 
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 

 
胸腔ドレーン管理関連 

 
腹腔ドレーン管理関連 

 
ろう孔管理関連 

 
栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連 

 
栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連 

 
創傷管理関連 

 
創部ドレーン管理関連 

 
動脈血液ガス分析関連 

  
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

 
血糖コントロールに係る薬剤投与関連 

  
術後疼痛管理関連 

   
循環動態に係る薬剤投与関連 

 
感染に係る薬剤投与関連  

 
精神及び神経症状に係る薬剤投与関連 

 
皮膚損傷に係る薬剤投与関連  
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様式1-4 

年  月  日 

受講志望理由書 
氏名                  

テーマ「特定行為研修の受講志望理由と研修受講後の展望について」2000字以内で述べよ。 
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様式1-5 

年  月  日 

 

公立大学法人 横浜市立大学 

YCU看護キャリア開発支援センター長 殿 

 

既修得科目履修免除申請書 

 

申請者氏名                     

 

 

  私は、以下のとおり研修修了認定機関の看護師特定行為研修において、既に共通科目の受講を修了して

いるため、修了証を添えて、既修得科目の履修免除を申請いたします。 

 

 

記 

 

研修修了認定指定機関名 修了認定日 

       年   月   日 

 

 

 

 

 

 

以上 
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募集受講生の今後の日程（予定） 

令和 8年 5月上旬   開講式・オリエンテーション 

令和 8年 5月上旬   共通科目開始 

令和 8年 10月下旬   共通科目修了判定 

             区分別科目受講開始 

 

令和 10年 2月頃     区分別科目修了判定・修了式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●個人情報の取り扱いについて 

 公立大学法人横浜市立大学 YCU看護キャリア開発支援センターでは、「個人情報の保

護に関する法律」を遵守し、個人情報の適正な取り扱いに努め、安全管理のために必要

な措置を講じております。出願および受講手続きにあたってご提供いただいた個人情報

は、選考試験の実施、合格発表、受講手続き、履修関係等の必要な業務において使用さ

せていただきます。なお、本センターが取得した個人情報は、法律で定められた適正な

手続により開示を求められた場合以外に、本人の承諾なしに第三者へ開示・提供するこ

とはありません。  

公立大学法人横浜市立大学 YCU看護キャリア開発支援センター 

看護師特定行為研修担当：加藤・三浦・𠮷田・浜谷 

〒236-0004 

神奈川県横浜市金沢区福浦 3－9 

  公立大学法人横浜市立大学附属病院 4階 

 YCU看護キャリア開発支援センター 

TEL：045－787－2800（代表） 

メールアドレス：kango_c@yokohama-cu.ac.jp 

 

 

横浜市立大学附属 

2病院の特定行為研修

修了看護師の徽章 



 

 

 

 


